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ActiveImage Deploy USB / ActiveImage Deploy USB Plus とは 

ActiveImage Deploy USB / ActiveImage Deploy USB Plus は株式会社 アクティファイが開

発、販売、サポートをおこなっているキッティングソリューションです。 

短時間でパソコンやサーバーのキッティング（マスターイメージからの展開作業)をおこな

うことを目的としています。 

キッティングの際には、Windows OS の一般化(Sysprep)が必要となります。 

 

ライセンスはパソコン用とサーバー用それぞれに、リカバリー専用 USB メディアを添付で

きるライセンスとキッティング作業のみに使用するライセンスを用意し、合計 4 種類です。 

ActiveImage Deploy USB はすべて消費型ライセンスです。 

ActiveImage Deploy USB の各ライセンスには、USB メディアは付属していません。 

アクティファイによる直接サポートは、アクティファイから購入した ActiveImage シリー

ズのみとなります。 

 

○お問い合わせ先 

株式会社 アクティファイ 

TEL：03-5256-0877 

E-mail：sales@actiphy.com 

Web：www.actiphy.com 

ご評価版や製品についてのご不明な点はお気軽にお問い合わせください。 

 

キッティング現場での定番ソリューションとなっている ActiveImage Deploy USB は、使い

やすさ / 汎用性 / 視認性などのさらなる向上をおこないました。 

この資料では、新しくなった ActiveImage Deploy USB について解説しています。 
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1. インストールについて 

従来の ActiveImage Deploy USB では、起動用 USB メディアの作成には、作業用パソコン

への Windows ADK インストールが必要でしたが、新しいものでは Windows ADK 不要で

Windows PE ベースの起動媒体を作成できるようになりました。パソコンに標準で実装され

ている Windows RE 環境を利用することができるため、ActiveImage Deploy USB の起動

媒体の作成準備も簡単になり、エンジニアの作業負荷を軽減します。 

 

作業用パソコンへの製品インストールも可能ですが、マスター用パソコンが複数ある場合

には、そのうち 1 台にインストールして起動用デバイスを作成すると、ドライバーの組み

込みが簡単で、当該環境に適した起動媒体の作成も可能です。 

また、従来通りライセンスのアクティベーションには、インターネット接続が必須となって

いるため、ActiveImage Deploy USB をインストールして利用するマシンは、必ずインター

ネットへ接続できることを確認の上、利用してください。 

 

インストーラーを起動して、下図のように「インストール」をクリックするだけで、

ActiveImage Deploy USB のインストールは完了します。インストール時にプロダクトキー

は不要です。 

  



 

5 

 

2. ActiveImage Deploy USB の起動 

ActiveImage Deploy USB を起動した画面では、大きく 5 つのセクションに分かれています。 

①「デプロイ用 USB メディアの作成」 

キッティングに使用する起動用 USB メディアを作成します。 

②「復元用 USB メディアの作成」 

納品後の復元に使用する起動用 USB メディアを作成します。 

③「復元用光学ディスクの作成」 

納品後の復元に使用する起動用光学メディアを作成します。DVD/Blu-ray に対応していま

す。 

④「USB メディアの更新」 

作成済みデプロイ用 USB メディアへライセンスの追加、またはメディア内のマスターイメ

ージ入替等をおこないます。 

⑤「ライセンス管理」 

製品インストール後、最初にクリックしてプロダクトキーを登録してください。別プロダク

トキーとしてライセンスを追加購入した場合も、こちらより登録をおこなってください。 
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3. ライセンスの登録 

「ライセンス管理」をクリック後、購入した「プロダクトキー」を入力して、「このキーを

登録」をクリックします。 
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4. デプロイ用 USB メディアの作成 

「デプロイ用 USB メディアの作成」をクリックすると、メイン画面が表示されます。各機

能については、ブロックごとに記載します。ブロック内の各種オプション設定は、通常使用

では必要ありません。作業に最低限必要な設定は「デプロイ ライセンスの割り当て」です。 

 

 

①「プリセット USB 設定」 

標準では 2 種類のプリセットが表示されます。キッティング作業をおこなう場合、必ずデ

フォルトの「デプロイ」が選択された状態で、USB メディアを作成してください。「バック

アップのみ」は必要に応じてご使用ください。ユーザープリセットとして、USB メディア

作成時の設定を保存して再利用できます。また、不要になったら削除も可能です。 
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②「デプロイ用イメージ オプション」 

初めてのご使用の場合など、これからマスターイメージを取得してキッティング作業をお

こなうには「この USB メディアを使用してデプロイ用イメージを作成する」を選択してく

ださい。取得済マスターイメージをあらかじめ組み込んで USB メディア作成も可能です。 

 
 

「バックアップ設定を変更する」をクリックすると、作成するマスターイメージファイルの

圧縮方式やパスワード付与、暗号化を必要に応じて設定することができます。パスワードを

設定すると、毎回キッティングの復元処理をおこなう前に、パスワード入力を求められます。 
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③「起動環境の設定」 

現在の一般的なマシンであれば、設定は特に必要ありません。また、Windows ADK のアド

オンの Windows PE をインストールしていて使用する場合には、プルダウンメニューで選

択することができます。 

 
 

「設定変更とドライバーの追加」をクリックすると、起動環境の言語設定とドライバー追加

をおこなうことができます。ActiveImage Deploy USB をインストールした環境に存在する

ドライバーは表示されているため、選択して組み込むことができます。当該環境に存在しな

いドライバーについては、ドライバーを準備後、「ドライバー追加」より追加してから、選

択して組み込んでください。 
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④「デプロイ ライセンスの割り当て」 

作成するキッティング用 USB メディアへライセンスの割り当てをおこないます。プルダウ

ンメニューで、登録したプロダクトキーの中から利用するものを選択します。USB メディ

ア 1 本あたりのデプロイ(復元)台数(回数)を、所有しているライセンス数内で設定します。

複数の USB メディアを作成する場合、下図のように 16 回分と設定すると、5 本同時では合

計 80 ライセンスが消費されます。この画面では、1 本あたりのライセンス消費数が表示さ

れます。 

 

 

⑤「デプロイ設定」 

オプション機能を利用する場合に設定します。デプロイ用 USB メディアで起動後、指定秒

数が経過すると自動でデプロイが動作する設定と、デプロイ時にパーティションを拡張し

て復元する設定が可能です。 

例えば、マスターイメージの C ドライブを小さな容量の HDD/SSD で作成し、実際のデプ

ロイ先 HDD/SSD の容量は大きな場合、C ドライブのみ、D ドライブ(データボリューム)

のみ、C ドライブと D ドライブを同比率で拡張といったバリエーションより、選択するこ

とができます。 
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○デプロイ用 USB メディアの作成 

 

 

作成先 USB メディアの選択後、「作成開始」をクリックすると確認画面が表示されます。 

問題が無ければ、「同意して USB メディア作成に進む」にチェック後、「OK」をクリック

して作成してください。 
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新しい ActiveImage Deploy USB では、作成が開始されると選択した USB メディアに対し

て、パラレルで起動用 USB メディアを作成します。 

 
 

作成完了後、そのまま USB メディアを抜いて、マスターイメージの取得等をおこなってく

ださい。 

※作成直後は USB メディアにドライブレターが割り当てられていませんが、2 回目以降の

接続時に「Image Data」のボリュームへドライブレターが自動で割り当てられます。 
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5. マスターイメージの取得 

マスターとして作成したパソコンで Sysprep(一般化処理)を実行してシャットダウンしま

す。その後、作成したデプロイ用 USB メディアを接続して起動します。 

初回起動時など USB メディア内にイメージファイルが保管されていない場合、バックア

ップ実行のためのポップアップが表示されます。 

マスターイメージを取得するには、「フル バックアップ」をクリックします。また、同 

じマスターパソコンで、2 回目以降のバックアップ時には、増分バックアップを実行する

ことができます。 
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マスターイメージのバックアップが開始されると、プログレスバーが表示されます。 

バックアップが完了すると、インターフェイス全体がグリーンになります。 

これでマスターイメージの取得は完了となります。 

 

 

障害などによりバックアップが失敗となった場合は、インターフェイス全体がレッドとな

ります。この状態では正常にマスターイメージの取得ができていないため、環境の確認を

おこない、必要に応じて弊社サポートにお問合せください。 
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作成された USB メディアをディスクの管理で参照すると、下図のように表示されます。

先頭 1.5GB は起動環境として利用し、空き領域を 1 つの NTFS ボリュームとして、マス

ターイメージ保存先に利用します。 

 
 

エクスプローラー上でマスターイメージの保存先を表示すると、イメージファイルが格納

されていることを確認できます。 

増分バックアップを 1 回おこなった状態では、2 個のファイルが表示されます。 

このまま復元をおこなった場合には、増分バックアップ時の状態に復元されます。また、

増分ファイルを手動で削除して復元処理をおこなった場合は、ベースイメージの状態に復

元されます。ActiveImage Deploy USB では、手動でイメージファイルを削除することによ

り、復元するイメージの選定をおこないます。 
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6. マスターイメージのデプロイ(復元) 

マスターイメージを取得したデプロイ用 USB メディアからパソコンを起動します。 

イメージファイルが USB メディア内にある場合、インターフェイス中央に｢D」が表示さ

れます。そちらの「D」をクリックすることで、デプロイ(復元)処理が開始されます。 

インターフェイスの中央下部には、この USB メディアを使用してデプロイ(復元)可能な回

数が表示されます。 

 

 

  



 

17 

 

正常にデプロイ処理が完了すると、インターフェイス全体がグリーンとなります。これで 

1 台のキッティングが完了となります。 

 
 

デプロイ処理が失敗した場合には、インターフェイス全体がレッドになります。環境の確

認をおこない、必要に応じて弊社サポートにお問合せください。 
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7. リカバリー専用 USB メディアの作成(ActiveImage Deploy USB Plus のみ) 

ActiveImage Deploy USB 起動後「復元用 USB メディアの作成」をクリックします。 

リカバリー専用 USB メディアは、イメージを取得したデプロイ用 USB メディアから直接

作成するため、ソースとなる USB メディアを選択して「OK」をクリックします。 

なお、ソースとして使用できるデプロイ用 USB メディアおよびマスターイメージは、バ

ージョン 4.2.0 以降で作成する必要があります。また、事前に「ライセンス管理」より、

ソースの USB メディアで利用したプロダクトキーを登録してください。 
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リカバリー専用 USB メディアの作成先 USB メディアを選択して「開始」をクリックしま

す。複数同時作成も可能です。 

 

 

確認画面が表示されるため、「同意して USB メディア作成に進む」にチェック後、

「OK」をクリックして作成してください。 
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8. リカバリー専用光学メディアの作成(ActiveImage Deploy USB Plus のみ) 

ActiveImage Deploy USB 起動後「復元用光学ディスクの作成」をクリックします。 

リカバリー専用光学メディアは、イメージを取得したデプロイ用 USB メディアから直接

作成するため、ソースとなる USB メディアを接続し、作成先のドライブを選択、「開始」

をクリックします。 

なお、ソースとして使用できるデプロイ用 USB メディアおよびマスターイメージは、バ

ージョン 4.2.0 以降で作成する必要があります。また、事前に「ライセンス管理」より、

ソースの USB メディアで利用したプロダクトキーを登録してください。 

 
 

光学メディアにデータがすべて収録できない場合、複数枚にデータを分割します。下記の

表示後、同規格・同容量のメディアを挿入して「OK」をクリックしてください。 
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9. デプロイ用 USB メディアとリカバリー専用メディアの違い 

○デプロイ用 USB メディア 

・ActiveImage Deploy USB (Plus)のライセンス所有者が使用できる、ActiveImage 

Deploy USB のプログラムで作成した USB メディアです。 

・ActiveImage Deploy USB (Plus)で違いはありません。 

・イメージの取得(バックアップ)とデプロイ(復元)両方の実行が可能です。 

・イメージ取得可能回数は無制限です。  

・デプロイ(復元)の使用回数は所有ライセンス数までとなり、それ以上は追加でライセ

ンスの購入が必要です。 

 

○リカバリー専用メディア 

・ライセンス所有の企業より、パソコン納品先のエンドユーザーに対して、作成したリ

カバリー専用メディアを配布することが可能です。 

・復元の回数制限はありません。 

・リカバリー専用メディアの使用はエンドユーザーのみです。 

・ActiveImage Deploy USB でキッティングしているマシンでのみ、リカバリー専用メデ

ィアは使用可能です。 

・リカバリー専用 USB メディアを使用したキッティング作業はライセンス違反です。 
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10. デプロイ用 USB メディアの更新 

作成済みデプロイ用 USB メディアにライセンスを追加する場合や、マスターイメージフ

ァイルの入替などをおこなう場合には、「USB メディアの更新」をクリックして、USB メ

ディアの更新画面上で各種変更をおこなってください。 
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11. 各種注意事項 

・ActiveImage Deploy USB (Plus)ともに、例えば 100 ライセンスの使用範囲は、100 台

のマシンのキッティングです。さらに、Plus ライセンスの場合には、キッティングした

100 台を対象にリカバリー専用メディアを配布できます。また、マスター作成およびキッ

ティングの検証については、別途検証用ライセンス(プロダクトキーは検証用)を用意して

おります。検証用ライセンスでの検証以外の利用については、ライセンス違反です。 

ライセンス購入後、作業トラブルによるライセンスの消化があった場合には、別途弊社ま

でご連絡ください。 

 

・ActiveImage Deploy USB Plus で作成したリカバリー専用メディアを、ライセンス所有

者が確認テスト以外の目的で使用することはできません。ライセンス所有者は、デプロイ

用 USB メディア(バックアップ&復元)を使用してください。リカバリー専用メディア(復

元のみ)は、ライセンス所有者の納品先お客様のみに使用権があります。 

 

・ActiveImage Deploy USB Plus で作成可能なリカバリー専用メディアは、マスターと同

一機種のキッティング対象マシン以外ではリカバリー処理ができません。 

 

・ActiveImage Deploy USB では、サポート期間内は同一プロダクトキーへライセンスの追

加購入が可能です。同一プロダクトキーでの作業にライセンスが不足する場合、追加でご

購入ください。サポート期間が終了した場合には、新規で必要本数をご購入ください。 

 

・サポート/製品のアップグレードは、購入から 1 年間はライセンス費用に含まれます。

特に最新の Windows ADK を使用したい場合、1 年に 1 回以上 Windows ADK 自体がアッ

プデートされるため、1 年以内に使用する本数でのライセンス購入がおすすめです。 

翌年度以降については、ライセンス購入時にのみライセンス数と同数購入可能です。 

 

・ActiveImage Deploy USB は Windows OS 専用のキッティングソリューションです。

Linux など他の OS には対応しておりません。 

 

・Windows IOT などの組み込み用 OS でも、Desktop 用のライセンスで使用可能ですが、

認識異常がある場合には、弊社のサポートまでご連絡ください。 

 

・サーバー OS のキッティングに、ActiveImage Deploy USB (Plus) for Desktop は使用で

きません。ActiveImage Deploy USB (Plus) for Server をご購入ください。 
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・作成可能なデプロイ用 USB メディアの本数は、所有ライセンス数と同数までです。ま

た、ActiveImage Deploy USB Plus で作成可能なリカバリー専用メディアは、作成本数の

上限はありません。 

 

 

 


